　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年11月22日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人 日本半導体製造装置協会
　　　　　　２０１１年夏期の電力使用制限の対応結果について
拝啓　時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　社団法人日本半導体製造装置協会では当協会会員会社の今夏（７月～９月）の電力使用制限に関する対応結果につきまして調査致しましたので、下記の通り報告させて頂きます。
敬具
　　　　　　　　　　　　～　記　～
１．調査回答会社数　　　　１２社（２８拠点）
２．使用電力削減率　　　　２０．４％（平均）
３．主な節電対策内容
　　１）勤務形態　・休日シフト（木金休業・土日操業、輪番休日、週休３日制）
　　　　　　　　　・夏期休暇の一斉取得
　　　　　　　　　・ノー残業デイの徹底
　　２）省エネ　　・空調設備設定温度変更（２８度）
　　　　　　　　　・クリーンルーム設定温度変更
　　　　　　　　　・ＰＣの省エネ設定
　　　　　　　　　・照明利用の制限やＬＥＤ照明等省エネ照明器の導入
　　　　　　　　　・省エネ設備の新規導入（コンプレッサ、ターボ冷凍機、エアコン等）
　　　　　　　　　・デマンド監視装置の導入
　　　　　　　　　・エレベータの停止
　　　　　　　　　・自動販売機の設定温度変更
　　３）生産　　　・設備稼働時間のシフト
　　　　　　　　　・待機設備の省エネ運転
　　　　　　　　　・デモ機の稼働低下、開発設備の使用制限
　　４）創エネ　　・太陽光発電設備の導入
　　　　　　　　　・発電機の導入
　　５）その他　　・グリーンカーテン
　　　　　　　　　・屋上散水や遮光フィルム、遮光ネットの敷設
・クールビズの実施
・社員への啓蒙活動（モニターによるデータ表示、職場毎Ｇｒ責任化）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　以　上　－
